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17mixed muses no.10 
された空間を人工的光で演出するようになってきている。そういった状況を踏
まえたうえで、採光が参考になると思える二つの美術館とお寺（大乗寺）を取
り上げ、よさの原因がどこにあるのかを確認した。答えは簡単であった。元来、
制作から鑑賞まで、絵は自然光の下で始まり、自然光の下で終わるものなのだ。
原点は自然光にある。
　絵画鑑賞には、はじめに自然光の採光があり、採光が難しい空間に、次善の
策として照明がある、という順序でとらえられなければならない。照明にはも
ともと人工のものなのだから多少の遊び、演出があっていい。しかし、人間の
目や感覚に異常を感じされるものであってはならない。壁に飾るタイプの絵画
と日本の障壁画、いずれも、鑑賞の鍵を握るのは光の質である。
　長年、蛍光灯と白熱灯の二種類の光によって照らし出されてきた展示空間に、
新たに LED が加わり、かなりの勢いで世界中の美術館に広まりつつある。期
待を担って登場した LED だが、新しい照明はまだ開発途上である。名作を浮
き上がらせる LED のスポットライト、だが、まだとても自然光に取って代わ
ることはできないし、現在まで主流であった蛍光灯と白熱灯を合成した光に替
わることもできない。それを自覚したうえで芸術作品の照明に挑んでほしい。
本論文が、新しい展示空間の採光や照明に、少しでも役立つことを願う。
